
- 1 - 

平成２９年度 第１回生駒市障がい者地域自立支援協議会 

会議録 

 

開催日時 平成２９年５月２９日（月） 午後２時～午後４時 

開催場所 生駒市役所４階 ４０３・４０４会議室 

出席者 

（委 員） 

神澤委員、梅川委員、関谷委員、松村委員、伊藤委員、安田委員、上村委

員、新谷委員 

欠席者 辻村委員（欠席）、中尾委員（欠席） 

事務局 福祉健康部長 影林、障がい福祉課長 鍬田、障がい福祉課課長補佐 石

倉、障がい福祉課支援係長 細川、坂本、浅野、紀 

あたつく組合 大川、川崎 

案 件 （１） 生駒市の障がい福祉の動向について 

平成２８年度相談支援事業実績報告及び生活支援センター概況報告

について 

平成２８年度の各部会活動報告について 

（２） 第５期生駒市障がい者福祉計画策定について 

（３） 地域生活支援拠点事業について 

（４） 平成２９年度 生駒市の障がい者福祉の取り組みについて 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開会） 

平成２９年度の生駒市障がい者地域自立支援協議会の開会。今年度最初の

協議会開催のため、正・副の会長職選出までの間、事務局で進行。開会に

際し、生駒市福祉健康部、影林部長からの挨拶。 

【部長挨拶】 

 

次第３、委員の紹介。 

保健・医療をはじめ障がい者を取り巻く関係機関からの代表、生駒市医師

会代表 梅川委員。 

学識経験者、帝塚山大学心理学部教授 神澤委員。 

生駒市民生児童委員代表 中尾委員。本日は欠席。 

社会福祉法人 生駒市社会福祉協議会代表 新谷委員。 

障がい福祉団体代表、生駒市身体障がい者福祉会会長 伊藤委員。 

生駒市ひだまり家族会会長 上村委員。 

生駒市障がい児・者を守る連合会会長 安田委員。 

障がい福祉サービスを提供する事業者の代表、社会福祉法人 いこま福祉

会理事長 関谷委員。 

ＮＰＯ法人 あけび理事長 松村委員。 

社会福祉法人 宝山寺福祉事業団理事長 辻村委員。本日は欠席。 

事務局職員を紹介。 

影林部長、鍬田課長、石倉課長補佐、細川係長、副係長坂本、浅野、紀。 
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事務局 

 

委 員 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

委 員 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

事務局 

 

 

あたつく組合を紹介。 

大川、川崎。 

 

会長・副会長の選任。 

 

梅川先生を推薦。 

 

異議なし。 

 

副会長の推薦ですが、いかが。 

 

神澤先生を推薦。 

 

異議なし。 

 

この後の議事進行は、梅川会長にお願いする。 

 

会長の挨拶。 

 

案件（１）「生駒市の障がい福祉の動向について」、「平成２８年度相談支援

事業実績報告及び生活支援センター概況報告について」、「平成２８年度の

各部会活動報告について」、事務局から説明を。 

 

【事務局説明】 

資料１「生駒市の障がい福祉の動向について」 

資料２「平成２８年度相談支援事業実績報告書」 

資料３「生活支援センター概況報告」 

資料４「平成２８年度担当者会活動報告」 

資料５「平成２８年度専門部会権利擁護部会活動報告」 

資料６「平成２８年度専門部会こども支援部会活動報告」 

資料７「平成２８年度専門部会くらし部会活動報告」 

 

このことについて、質疑に入りたい。意見、質問等はないか。 

 

意見無し。 

 

案件３「第５期生駒市障がい者福祉計画の策定について」、事務局から説明

をお願いしたい。 

 

【事務局説明】 

資料８「第５期生駒市障がい者福祉計画策定スケジュール」 

資料９「生駒市障がい者福祉計画に関する市民アンケート（案）」 
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このことについて、質問・ご意見等はあるか。 

回収率は６０％程度なのか。 

 

前回５９％の回収率であった。今回は回収率７０％を目指したい。 

 

アンケート対象者人数について。身体・知的・精神の３障がいあわせて１

５００人に、均等に配布しているのか。 

 

その通りである。年齢層・障がい種別に、その人数比率に応じて配分した。 

 

高齢な身体障がい者の中には、交通機関・交通手段が無く外出ができない

方々が多くいる。行事に積極的に参加できるためにはどのようにすればい

いのかを考えるために、普段どのように交通機関等の外出手段を用いてい

るのかをアンケートに盛り込んでほしい。 

 

問３６と問１６に移動手段に関する質問項目がある。 

 

６５歳以上がアンケート対象外ということは、高齢障がい者の意見は吸い

上げられないことになる。移動に困る高齢障がい者の意見も聞くべきでは

ないか。 

 

今回のアンケートに留まらず、別の角度からも意見を反映させるつもりで

ある。 

 

案件（３）「地域生活支援拠点事業について」を事務局から説明いただきた

い。 

 

【事務局説明】 

資料１０「地域生活支援拠点事業について」 

 

以上のことについて質問や意見等はないか。 

 

ラベンダーは４月１１日に事業を開始しているということだが、「（４）今

後の予定」に掲げられている項目は、ラベンダー以外に行う項目というこ

とか。 

 

生駒市の地域生活支援拠点の位置づけについての協議はまだ進んでいな

い。ラベンダーは現在（様々な機能は備えているが）主にグループホーム

としてのみ事業を行っている。まずは本市に地域生活支援拠点として何が

必要かの協議が必要であり、それが決まればラベンダーが持つ機能を付加

して市の取り組む方向が決まる。拠点としての事業はまだ先である。 
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自立支援協議会のくらし部会の構成メンバーはどうなっているか。 

 

次回に各部会の構成メンバー表を用意する。 

 

事業所に通所して生活介護をうけている障がい者とその家族などは、多事

業を展開しているその事業所から情報が来るため、親亡き後の生活につい

ては展望が見えている。しかし彼らと違い、一般就労している障がい者の

家族は、自分達が亡くなった後の生活について不安でいると思う。一般就

労している障がい者の親亡き後の支援について、くらし部会で議論しても

らえばと思う。 

 

平成２８年度からのくらし部会の構成メンバーは生活支援センターあけ

び、生活支援センターコスモールいこま、生活支援センターかざぐるま、

発達障がい児支援センターでぃあー、奈良西養護学校進路指導部、萌のは

なな、地域活動支援センターぷろぼの、奈良養護学校高等部進路指導主事、

いこま福祉会デイケアセンターかざぐるま、青葉仁会デリカテッセンイー

ハトーヴである。 

基本的には日中活動のくらしにおいて支援をしている事業者、居住地とし

ての支援をする事業者、相談の支援を行う事業者、高等部の進路などの将

来的に親元を離れて支援が必要となる障がい児が関わる事業者に集まって

いただいている。 

実際に一般就労している障がい者に関わるメンバーから状況を聞いてい

る。最近は、親の高齢化等による体調不良などから、出勤できなくなるな

ど仕事に影響が出る場合等を想定し、親元から通勤できるような方でも、

あえて一人暮らしを求める企業も増えている。ご提案いただいたとおり、

親亡き後を含め、自立に向けてステップアップできるような地域づくりに

向けて話し合いを重ねている。 

 

他に意見が無いようなので、案件（４）「平成２９年度生駒市の障がい者福

祉の取り組みについて」の説明を事務局にお願いしたい。 

 

【事務局説明】 

資料１１「平成２９年度生駒市の障がい者福祉の取り組みについて」 

 

質問や意見等はないか。 

 

３「空き家を利用したグループホームの建設・改修補助事業」について、『社

会福祉法人等が空き家を活用して…』と文中にあるが、『社会福祉法人等』

にはその他の団体も含まれるのか。 

 

その通りである。福祉事業が主体の団体であればNPOなども含まれる。 
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その他意見等はないか。 

アンケート対象者が６５歳未満ということで、やはり連絡性が無いと感じ

るが致し方ないことである。できるだけ多くアンケートを回収し、前回の

アンケートと比較しこの事業が少しでも円滑にいくことを期待している。 

 

アンケート各項目については新旧対照をつけており、似たような箇所へ質

問項目を設けている。この３年でどれほど改善されたか確認できるように

している。 

 

その他事務局から何かないか。 

 

報告だけさせていただきたい。 

生駒山麓公園の就労支援の規模や今後の予定について、平成２９年２月２

８日の議会の都市建設委員会で報告した。主に２点報告している。 

１ 当初計画では公園の中で１４０名の就労支援、山麓公園外にて４２名

のグループホームを実施していくつもりであった。見直した計画において

も従来通りの目標を平成３５年までに達成できるよう取り組んでいく。 

２ 都市公園法の改正で、都市公園に福祉施設が設置可能となり、それに

合わせ様々な計画を見直した。従来のカフェレストランをやめ、カヌー体

験、マウンテンバイクトレール、クライミングウォールを設置する。また、

プールを改修してオープンスペースや売店、作業室を造り１８２名の就労

支援およびグループホームを目指していきたい。 

また、都市公園法改正に基づき条例改正なども必要である。こちらもしっ

かりとやっていきたい。 

 

グループホームが４２名利用ということだが、昨年やまゆり園襲撃事件が

発生したことをうけ、大勢を１か所に収容するのは不安である。そもそも

法的に４０名以上を収容できるグループホームの設置は可能なのか。 

 

今回の事業は 1か所で４０名以上収容するということではない。中古住宅

を用いて、グループホームを複数開所する方向である。また、都市公園法

の改正があっても、夜間の施設を建てることは不可能であり、グループホ

ームの設置は山麓公園外となる。 

 

外に意見等はないか。 

 

【事務連絡】 

 

長時間ご協議いただきありがとうございました。 


